
１　個別事業計画一覧表（２）

＜合計＞

山地防災情報の周知 0 0

森林資源の保護 0 0

林業の多様な担い手
の育成

1210 605

林業経営体の育成 0 0

＜個別事業計画＞

林業の多様な担い手
の育成

人材の確保・育
成・定着

労働安全衛生等研修及び
認証取得森林での作業に
かかる研修の実施

東京都林業労働力
確保支援センター

640 320

研修２回
謝金540,000
円、需用費
100,000円

林業の多様な担い手
の育成

労働安全の確保
安全巡回指導及び安全衛
生指導研修の実施

林業・木材製造業
労働災害防止協会
東京都支部

570 285

巡回指導22箇所
謝金12,000円☓
44人日＝
528,000円
需用費42,000円

（注）
１　メニューについては、別表４に定める事項を記載すること。
２　実施内容については、森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策補助金等交付等要綱（平成30年３月30日付け29林政政第893号農林水産
　　事務次官依命通知）別表２の２の経費欄に掲げる内容を踏まえ、わかりやすく簡潔に記載すること。
３　目標ごとに事業費及び国費の合計を記載すること。
４　地域提案事業は、個別事業計画ごとに地域提案の欄に「○」を記載すること。
５　実施地域及び項目ごとの積算基礎（実施数量、事業費の内訳）を備考欄に記載すること。

＊　行については、適宜加除のこと。

６　「林業経営体の育成」の実施内容、事業実施主体、事業費、国費及び備考欄については、林業機械リース支援を活用する事業実施主体ごとに
　　記載することとし、実施内容欄については導入予定機械名及び台数を記載すること。また、機械の再貸付けを行うものにあっては、備考欄に
　　「再貸付」と記入すること。

地域
提案

備　考目標 メニュー 実施内容 事業実施主体
事業費

（千円）
国費

（千円）



２　計画主体ごとに定める指標（全体指標）

数値 単位
年度

（西暦）
数値 単位

年度
（西暦）

森林資源保護の推進

森林環境保全の推進

人材の確保・育成・定着
労働安全の確保

素材生産量（目標値） 必須選択の指標 23 千㎥
R6
（2024）

32 千㎥
R7
（2025）

「未来の
東京」戦
略におい
て2030年
に向けて
36千㎥と
目標を立
てている

人材の確保・育成・定着 新規就業者数
担い手確保のため、新規就労者向け
の研修等を実施する。

12 人
R6
（2024）

18 人
R7
（2025）

労働安全の確保 災害発生件数
林業労働災害の撲滅に向けて、安全
巡回指導の充実を図る。

6 件
R6
（2024）

5 件
R7
（2025）

（注）

１　目標単位での事業計画がある場合は、該当する全体指標について記載すること。

*　行については、適宜加除のこと。

山地防災情報の周知
山地防災情報伝達の総合的
な推進

備考

林業・木材産業の生産基盤
強化

目標
事業種目

（メニュー）
全体指標

指標設定の考え方
（目標との関連性）

現状値 目標値

森林資源の保護

林業の多様な
担い手の育成

林業経営体の育成
林業経営体育成対策
（林業機械リース支援）

２　メニュー及び全体指標については、別表４に定める事項を記載すること。ただし、目標「林業の多様な担い手の育成」における全体指標の一部及び「森林資源の保護」における
　　全体指標については、別表４を踏まえ、地域の実情に応じたものを設定すること。また、全体指標ごとに定める（）書き内の増加量、増加率等については備考欄に記載のこと。


